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があると考え，別の構成を検討した．
検討において，① 油冷却の焼き入れ品質を最大限
確保し，② 構成機器の稼働率をバランスさせ量産性
を向上し，③ 従来のバッチ式装置構成を保ちプロセ
ス条件を引き継ぐことで，お客さまの立ち上げ期間を
短縮し，④ 浸炭時に発生するすすを浸炭処理間で自
動的に燃焼除去させる機能（特許取得済み）により
メンテナンス性を向上させることを重視した．
以上を踏まえ，浸炭室と油冷室を分離し，『油冷室


